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２
月
定
例
市
議
会
は

２４
日
終
了
し
ま

し
た
。
今
議
会
は
市
民
病
院
予
算
の
提
案

を
始
め
多
く
の
重
要
議
案
が
審
議
さ
れ
、

市
民
み
な
さ
ん
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。 

  

議
会
の
開
催
中
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意

見
や
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
病
院
建

設
は

１１
月
の
議
会
で
も
う
決
ま
っ
た
ん

違
う
の
」「
議
会
は
一
体
、
何
し
て
い
る
の
」

な
ど
。
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
ら
は

率
直
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

新
病
院
の
建
設
は
、
こ
れ
ま
で
何
年
も

市
民
と
議
会
と
行
政
が
議
論
を
し
て
き
て

決
め
て
き
た
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
な

に
が
し
ら
、
本
質
議
論
よ
り
「
反
対
あ
り

き
」
で
「
病
院
は
ダ
メ
」
と
主
張
さ
れ
る

議
員
も
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

建
設
賛
成
と
言
っ
て
い
た
議
員
が
状
況
の

変
化
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
反
対
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
と
ど
の
つ
ま
り
、“
な
ぜ

反
対
な
の
か
？
”
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
病
院
予
算
は
削
減
さ
れ
ま
し
た
が

本
当
に
残
念
で
す
。 

  

今
回
の
議
会
を
振
り
返
り
、
果
た
し
て

『
議
会
と
は
・
議
員
と
は
・
な
に
な
の
か
』

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員

の
役
割
は
市
民
み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い

を
シ
ッ
カ
リ
市
政
に
届
け
る
こ
と
で
す
。 

共
産
党
市
議
団
は
市
民
の
み
な
さ
ん
と

力
を
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
、
市
民
病
院
の

整
備
に
向
け
が
ん
ば
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

 現野洲病院は長年にわたり市民の命と健康を守る地域医療の役割を

果たしてきました。この野洲病院がなくなるとすれば地域医療の崩壊

につながりかねません。だからこそ、この５年間、市民・議会・行政

が検討してきたのであり、新病院建設は市民の切実な願いなのです。 
 
しかし政風会などが一般会計予算案から病院関連予算を削除する修

正案を提出、これが可決（修正案採決は可否同数で坂口議長の「賛成」

で可決）されました。修正案の提案説明や討論で立入議員、中塚議員

や丸山議員、稲垣議員は「市民の理解が不十分」「国の公立病院改革プ

ラン（官から民）の方針に反している」として、これまで積み上げて

きた市民の議論と総意を否定し新病院予算に反対しました。   

しかし安倍内閣の「公立病院改革」なるものは「経営の効率化」を

目的に地域医療の中核をなす公立病院の病床削減や財政措置の抑制を

行い地域の医療機関を切り捨てるものです。今回の修正案は自民党政

権の「地域医療切り捨て路線」に追随するものに他なりません。 
 
病院予算の削減を受け山仲市長は議会閉会の挨拶で、病院建設は長

年かけて市民と関係者で誠実に検討しここまで到達したもの。新病院

は病院建設のみならず野洲市の未来にとっても極めて重要として、市

民にその意思を問う「住民投票」実施の検討を表明しました。 
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共産党 公明党 リベラル野洲 野洲政風会 １ ２ ３ ４ 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
議
長 ● ● ● ● ● ● ● ● 

１＝野洲ネット ２＝じみんやす ３＝創新会 ４＝無会派 

“農地の番人”と言われる農業委員が公

選制から市長任命制とするための条例が

提案されました。任命制では農政に批判

的な人は排除されかねません。共産党市

議団は民主的な農業委員会の運営や委員

の選任に当たっては青年や女性を登用す

るよう規則で定めるべきと求めました。 

 国民の思想・内心を処罰の対象にする

「共謀罪」を強行しようとしています。

実際の犯罪行為ではなく、市民運動や政

府批判の相談をするだけで「犯罪を準備

した」とみなされ、捜査や逮捕の対象に

されかねません。共産党市議団は、「現代

版治安維持法の共謀罪やめよ」の意見書

を提案しました。採決では自民党会派や

公明党が意見書に反対し否決しました。 

◆循環バスの路線拡大をＨ２９年度検討、

Ｈ３０年度に実施されます 

◆病児病後保育が６月から実施されます 

◆Ｂ型肝炎ワクチン予防接種補助（満１～

４歳未満児）が実施されます 

◆学童の土曜日保育をＨ２９年度検討、Ｈ

３０年度に実氏されます 

◆中主小学校の改築へ調査が行われます 

◆待機児童解消へ、不足する保育士確保の

ため市内保育所で就労する場合、保育士

の子どもの保育料を一部補助（条件あ

新年度予算を審議する２月定例市議会は２４日閉会しました。一般会計

予算案及び病院事業会計予算案には新病院建設関係予算が計上されていま

したが政風会などが「病院予算を減額・削除する修正案」を提案し可決さ

れました。市民の切実な願いに反する事態に強い批判が広がっています。 


